













Differences in Part-of-Speech Usage by Japanese
Learners of Asian and European Languages
—Investigation Using Two Writing Tasks of I-JAS—































































































本研究では、『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』（International Corpus of Japanese





























































各観点、各文書および各品詞 iに対して、以下の式 (1)で定める v(i)を計算する：
v(i) :=
5(r̄i,A − r̄i)2 + 6(r̄i,E − r̄i)2∑5





• ri,A,j (j = 1, . . . , 5)：5種類のアジア言語母語話者による品詞 iの頻度
• ri,E,j (j = 1, . . . , 6)：6種類のヨーロッパ言語母語話者による品詞 iの頻度
• r̄i,A：ri,A,j (j = 1, . . . , 5)の平均値
• r̄i,E：ri,E,j (j = 1, . . . , 6)の平均値
• r̄i：ri,A,j (j = 1, . . . , 5)および ri,E,j (j = 1, . . . , 6)の平均値























(6) GiNZAの出力における “orth ”のこと。
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表 1 SW タスクにおける各母語話者による連体詞（大分類）のトークン数の相対頻度（%）
韓 中 越 泰 尼 分離可能性
1.69 1.19 1.02 0.82 1.76 No
洪 露 独 英 仏 西
0.60 1.23 1.06 0.73 0.84 0.65
表 2 E タスクにおける各母語話者による連体詞（大分類）のトークン数の相対頻度（%）
韓 中 越 泰 尼 分離可能性
0.87 0.50 0.77 0.31 0.80 No
洪 露 独 英 仏 西
0.81 1.18 0.50 0.60 0.64 0.42
4. 結果と考察
4.1 先行研究との比較
























表 3 SW タスクにおける各母語話者による副詞（大分類）のトークン数の相対頻度（%）
韓 中 越 泰 尼 分離可能性
0.71 1.70 1.21 0.61 1.79 No
洪 露 独 英 仏 西
1.28 1.09 1.40 1.16 1.65 0.89
表 4 E タスクにおける各母語話者による副詞（大分類）のトークン数の相対頻度（%）
韓 中 越 泰 尼 分離可能性
2.52 2.38 1.70 2.20 2.71 No
洪 露 独 英 仏 西
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6 SW タスクにおいて、各母語話者が使用した直接話法の回数
韓 中 越 泰 尼 洪 露 独 英 仏 西
発話 4 4 5 4 11 28 14 23 18 6 11
思考 1 1 2 2 0 2 5 0 3 2 4
合計 5 5 7 6 11 30 19 23 21 8 15
4.3 Eタスクに対する結果



































































































































































































































































































































































































品詞 韓 中 越 泰 尼 洪 露 独 英 仏 西
接続助詞 9 9 9 10 9 10 10 10 9 10 11
副助詞 11 9 9 8 11 11 9 11 14 12 12
係助詞 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 3
終助詞 2 4 4 5 3 3 5 6 4 4 4
準体助詞 2 2 2 1 2 2 2 2 2 2 2
格助詞 8 10 10 9 9 10 9 9 10 9 10



























マシイ 2001, 見坊他 2014)。
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表 9 各 10 種の助詞を使用した各母語話者の人数
韓 中 越 泰 尼 洪 露 独 英 仏 西
けど 3 3 0 0 5 3 3 5 2 5 3
けれど 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
とも 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
ぐらい 0 0 1 0 0 0 1 0 2 2 1
しも 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
って 0 0 0 0 1 0 0 2 1 1 2
どころ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
なあ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
ね 0 3 1 2 0 1 4 2 1 2 1
の 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0
場からある出来事を描写するという基本的な見方は多くの研究者の間で一致が見られる (遠藤










































































Shervin Malmasi (2016) “Native Language Identification: Explorations and Applications.”
Ph.D. dissertation, Macquarie University.
西島光洋・劉穎・中田和秀 (2021)「日本語学習者コーパス I-JASを用いた母語識別」言語処理
学会第 27回年次大会発表論文集, pp. 1028–1032．
Binyam Gebrekidan Gebre, Marcos Zampieri, Peter Wittenburg, and Tom Heskes (2013)
“Improving Native Language Identification with TF-IDF Weighting.” Proceedings of
the Eighth Workshop on Innovative Use of NLP for Building Educational Applications,
pp. 216–223.
Wen Li, and Liang Zou (2017) “Classifier Stacking for Native Language Identification.”
Proceedings of the 12th Workshop on Innovative Use of NLP for Building Educational
Applications, pp. 390–397.
田中真理・迫田久美子・野田尚史 (2016)「日本語学習者コーパスにおける対話―ロールプレ
イ、メール、エッセイの分析をとおして―」ヨーロッパ日本語教育, 20, pp. 102–119．
Shin’ichiro Ishikawa (2017)“Learners’ Acquisition and Use of L2 Japanese Vocabulary:
Influence of L1 Backgrounds and L2 Proficiency Levels—A Learner Corpus-based






迫田久美子・石川慎一郎・李在鎬 (編) (2020)『日本語学習者コーパス I-JAS入門―研究・教
育にどう使うか―』くろしお出版．
平井有三 (2012)『はじめてのパターン認識』森北出版．
井上優 (2014)「終助詞」『日本語文法事典』大修館書店, pp. 265–266．








藤田保幸 (1985)「「内的引用」における話法の転換について―話法転換の a 線―」語文, 46,
pp. 14–21．







究所論集, 8, pp. 85–108．
奥野由紀子 (2018)「日本語学習者に共通して見られる現象と母語による違い―I-JASにおける
ストーリー描写課題の分析より―」日本語教育連絡会議論文集, 30, pp. 67–75．
奥野由紀子・呉佳穎・村田裕美子 (2019)「日本語学習者の能動態と受動態の使用傾向にみられ
る母語による違い―中国語とドイツ語での語りの比較から―」日本語研究, 39, pp. 79–93．
関連URL
『多言語母語の日本語学習者横断コーパス』 https://www2.ninjal.ac.jp/jll/lsaj/
GiNZA https://megagonlabs.github.io/ginza/
言語資源活用ワークショップ2021発表論文集
70 2021年9月13日-14日
